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【緒言】カチオン種にメチルアンモニウム(MA)を持つ鉛トリハライド(MAPbI3)を光活性層に用

いたペロブスカイト太陽電池（PSCs）は、2012年に約 10%の変換効率が報告された後[1,2]、精力

的に研究が行われ、現在では 19%を越える効率が達成されている[3]。一方、より大きなカチオン

サイズを持つホルムアミジニウム（FA）を有する、FAPbI3（図１）を用いた PSCでは光吸収特性

と共に熱安定性の改善が期待される。しかしながら、良質な結晶作製が困難で、その物性、デバ

イス特性に関する報告は MA と比較して限られている。一方で、最近、20%を越える変換効率が

FAPbI3を用いた PSCにおいて報告され、その重要性はより高まっていくと予想される[4]。 

これまで、我々は FA をカチオンとして有する PSC において、TiO2と Al2O3の混合物をメソポ

ーラス層として用いる事で、FAPbI3ペロブスカイトの結晶性、及び、光電変換効率の改善、また、

J–V 曲線の挙動に対する影響などを報告してきた[5~7]。最近、我々はメソポーラス層の粒子サイ

ズなどを変える事で短絡電流値や曲線因子などが変化する事を新たに見出した。 

【結果】図２にサイズの異なるナノ粒子を用いて作製した FAPbI3デバイスの IPCE スペクトル

を示した。サイズの大きな粒子を用いたセルでは小さな粒子を用いたセルと比較して IPCEが全波

長領域で改善し、その結果、短絡電流値が 18から 21 mA cm–2まで向上した。一方、大きな粒子

を用いたセルでは J–V 曲線において曲線因子の低下が見られた。これらは、ペロブスカイト結晶

のグレインサイズやナノ

粒子間のネッキングなど

が影響していると考えら

れる。本講演ではそれらの

詳細について報告する。 
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図 1. FAPbI3の結晶構造 図 2. FAPbI3 PSCの IPCEスペクトル 
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